
高高次次脳脳機機能能障障害害者者のの支支援援拠拠点点機機関関

郵郵便便番番号号 住住所所

TEL (052)835-3814

FAX (052)838-9105

TEL (0532)34-6098

FAX (0532)34-6099

高高次次脳脳機機能能障障害害者者のの家家族族会会・・関関係係施施設設

所所在在
地地域域

団団体体名名 郵郵便便番番号号 住住所所

TEL (070)2233-6422

FAX (052)253-6422

TEL (052)253-6422

FAX (052)253-6422

TEL (052)332-7517

FAX (052)332-7517

TEL (052)352-0677

FAX (052)352-0677

TEL (052)981-3033

FAX (052)981-3033

TEL (052)508-8745

FAX (052)981-3033

TEL (0561)82-1498

FAX (0561)82-1498

TEL (0532)63-6644

FAX (0532)66-3330

TEL (0532)39-3011

FAX (0532)39-3008

440-0047

440-0042

ワークハウスみかんやま
（運営：NPO法人高次脳機能障害友の会みずほ）
http://www.npo-mizuho.com/groups/mikanyama

467-8622

441-8013

460-0021

460-0021

高次脳機能障害者サポートセンター笑い太鼓
（運営：NPO法人高次脳機能障害者支援笑い太鼓）
名古屋市デイサービス型地域活動支援事業
https://www.waraidaiko.org/nagoya1

尾尾
張張

高次脳機能障害を考える「サークル・フレン
ズ」
http://www.gc-net.jp/cfriends/

瀬戸市西山町1-60-20

461-0022

489-0987

豊橋市東田仲の町57

豊橋市花田一番町72
東和西駅前マンション101

東東
三三
河河

名古屋市東区東大曽根町
25-2

一般社団法人みらい
https://koujinou-mirai.jimdofree.com/

名古屋市中区平和2-3-10
仙田ビル

NPO法人高次脳機能障害友の会みずほ
http://www.npo-mizuho.com/

愛知高次脳機能障害協議会
名古屋市中区平和2-3-10
仙田ビル

高次脳機能障害相談支援センター笑い太鼓名古屋
（運営：NPO法人高次脳機能障害者支援笑い太鼓）
指定特定相談支援事業
指定一般相談支援事業
https://www.waraidaiko.org/nagoya2

名古屋市中川区開平町1-
35

高次脳機能障害相談支援センター
（運営：NPO法人高次脳機能障害者支援笑い太鼓）
指定特定相談支援事業
指定一般相談支援事業
https://www.waraidaiko.org/toyohashi2

名名
古古
屋屋

高次脳機能障害愛知県東部支援センター笑い太鼓
（運営：NPO法人高次脳機能障害者支援笑い太鼓）
https://www.waraidaiko.org

高次脳機能障害者支援センター
（運営：NPO法人高次脳機能障害者支援笑い太鼓）
多機能型事業
https://www.waraidaiko.org/toyohashi

豊橋市栄町144-4

連連絡絡先先

名古屋市瑞穂区弥富町字
密柑山1-2

連連絡絡先先

454-0906

団団体体名名

なごや高次脳機能障害支援センター
（名古屋市総合リハビリテーションセンター内）
https://www.nagoya-rehab.or.jp/dysfunction/index.html
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自殺予防について  

 

愛知県では、毎年 1,000 名以上の方が自ら命を絶たれています。また、2020 年の新型

コロナウイルス感染症拡大による社会情勢の変化により、全国的に自殺者が増加し、本

県も 2020 年より３年連続増加しております。 

悩みを抱えたときや悩んでいる人に気づいたときには、１人で悩まずに相談することが大切で

す。 

 本県では、自殺対策推進計画において基本理念を掲げ、自殺対策を実施しております。 

 

「「気気づづききとと見見守守りりにによよりり生生ききややすすいい社社会会のの実実現現」」  

  
＜自殺に対する基本認識＞ 

 

♦ 自殺は、その多くが追い込まれた末の死 

 ・ 自殺は個人の自由な意思や選択の結果と思われがちですが、実際には様々な要因が複雑に関係

して、心理的に追い込まれていった末の死であるといえます。 

 ・ 自殺者の多くは、自殺の直前に抑うつ状態にあったり、うつ病、アルコール依存症等の精神疾

患を発症していたりと、正常な判断ができない状態となっていることが明らかになっています。 

♦ 自殺は、その多くが防ぐことができる社会的問題 

 ・ 様々な要因のうち、失業、倒産、多重債務、長時間労働等の社会的要因については、制度・慣

行の見直しや相談・支援体制の整備等社会的な取組により、解決が可能です。 

  また、健康問題や家族問題等の要因であっても、専門家への相談やうつ病等の治療について社会

的な支援の手を差し伸べることにより解決できる場合もあります。 

♦ 自殺を考えている人はサインを発していることが多い 

 ・ 自殺を考えている人は、不眠、原因不明の体調不良など、自殺の危険を示す何らかのサインを

発していることが多いと言われています。普段から県民一人ひとりが、自ら心の不調や身近な人

の自殺の危険を示すサインに気づき、必要な支援につなげるなど適切に対処できるようにするこ

とが必要です。 
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♦ 愛知県の自殺者数の推移（1997 年～2022 年） 

 

 

愛知県では、自殺総合対策サイト（下記ＵＲＬ参照）を開設し、各種相談窓口・愛知県自殺対策

推進計画等、紙面の都合上紹介できなかった情報提供を行っていますので、福祉ガイドブックとあ

わせてご利用ください。 

なお、各種相談窓口については、本紙９４～１０１ページでも掲載しています。 

自殺総合対策サイト： 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/imu/jisatsusogotaisaku.html 

 

- 60 - 
 

 

「ひきこもり状態」に悩んだら･･･ 

 

「ひきこもり」とは、厚生労働省の定義によれば、「様々な要因の結果として、社会的参加（義務教

育を含む就学、非常勤職を含む就労、家庭外での交遊など）を回避し、原則的には 6 か月以上にわた

っておおむね家庭にとどまり続けている状態（他者と交わらない形での外出をしている場合を含む）」

とされています。 

ひきこもりは、「甘え」や「怠け」ではありません。ひきこもっている御本人自身も、苦しんでいま

す。 

私たちは、誰かと話したり、どこかへ遊びに行ったりすることで、うまくストレスを発散していま

す。それでも、ストレスが大きすぎて自分の力ではどうにもできなくなったときに、もうこれ以上疲れ

ないようにするため、外からの刺激を遮断することがあります。外界との接触を制限することでいわ

ば殻に閉じこもり、自分を守ろうとしているといえます。この状態を外からみると、いわゆる「ひきこ

もり」になります。 

では、ひきこもりの原因となったストレスを突き詰めて解消すればよいのかというと、必ずしもそ

うではありません。なぜなら原因はわからないことが多く、思い当たることがあってもいくつかの要

因が絡み合っていたり、決定的な原因かどうかはわからないことが多いからです。そして、「これだ」

という原因が思い当たったとしても、過去にさかのぼって取り除くことは困難です。また、ひきこもる

背景に精神疾患等がある場合もあります。大切なのは、これからどのようにしていくことができるか

です。 

ここでは、御本人ができそうな工夫、御家族の対応のヒントを載せてあります。御本人や御家族が少

しでも不安を和らげ、楽になるための手がかりになればと思います。 

 

１ 御本人へ 

ひきこもる毎日は、あなたにとって、つらく、なぜこうなってしまったのだろうとか、何とかしな

くてはとか、自分はだめな人間だとか、いろいろと悩むことがあるかもしれません。 

このページを読もうと思ってくださったあなたは、現在の状況を変えていきたいと願っているの

ではないでしょうか。もし、できそうなことが１つでも見つかったら、勇気を出して、行動に移して

みませんか。 
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